8-4　技術部会

1. 主な活動の記録

(1) 技術部会の開催

　　隔月で開催。1８年度は６回開催（6月、8 月、10 月、12 月、2月、4月）

　　主に、常任理事会からの指示事項の分担協議、技術部会所管の各委員会からの報告事項の承認、常任理事会等への依頼・提案事項の審議を行った。参加者は、技術部会長、技術委員会・マネジメントシステム委員会・業務システム委員会の各委員長及び副委員長
  (2) プロポーザル方式の対象業務拡大及び地方への普及(昨年度に引き続き実施)

　　（担当：業務システム委員会）

プロポーザル方式の拡大を目指して、支部長による都道府県政令市へのヒヤリングを依頼し、都道府県政令市での状況を調査取りまとめた。

(3) 適切な発注ロットの確立

　（担当：業務システム委員会）

　　国交省の発注する業務において、無理な細分化等が行われないよう、適切な発注ロットとなるよう低減を取りまとめた。

　(3) コンサルタント業務分野の拡大

　　　（担当：マネジメントシステム委員会）

　　　PFI、CM／PM業務、発注事務におけるコンサルタントの関与のあり方等、コンサルタントが従来の行政分野への拡大の可能性について検討した。（継続）

　(4) 技術開発支援検討

　　　（担当：技術委員会）

　　　会員企業の共同研究による技術開発の可能性について、共同研究の方法、費用負担及び権利関係のあり方等について前年度行ったアンケート調査をもとに企画案を策定（継続）

　(5) 品質セミナーの開催

　　　　（担当：技術委員会、マネジメントシステム委員会）

　　　エラー防止、マネジメントシステムについて、昨年に引き続きセミナーを開催した。（7月、10月）。尚今年度から非会員企
業からは実費を徴収することとした。

　(6) コンサルタントの施工時関与

　　　施工時におけるコンサルタントの関与について、三者構造を基本とする検討を行いリーフレットにまとめた。白書並びに協会ＨＰに掲載する。（業務システム委員会）

　(7) 業務評定点調査

　　　国交省の地整局間での業務評定点にバラツキがあるとの指摘を受け、協会参加企業の実態調査を行った。（業務システム委員会）
　(8) 設計施工一括発注に関する検討
　　　設計体系特別委員会の委嘱をうけ、技術部会内に新業務体系ＷＧを設立し、「設計施工一括発注」及び「詳細設計付き工事」に対する協会としての要望を取りまとめた。
　(9) 白書の作成

　　技術部会各委員会の担当について白書の執筆を行った。

2. 次年度の活動について

　本年度事業を引き続き実施する。

1 品質セミナー

2 技術開発支援検討

3 コンサルタントの業務分野拡大

4 地方自治体へのプロポ普及

5 コンサルタントの施工時関与

6 デザインビルド方式発注対応

7 国交省等調査対応

8 白書・対外活動支援

など

（技術部会部会長　友澤　武昭）

